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東京税理士会板橋支部定期総会第67回

令和５年６月23日　板橋区立グリーンホールにて

　令和５年６月23日（金）、板橋区立グリーンホールにて、第
67回定期総会を開催いたしました。総会当日の出席会員数
は執行部を含め60名、委任状出席259名となりました。昨年
度は、総会出席会員数は41名、委任状出席250名となってお
りました。
　開会に先立ち、多田明生厚生部長より前年の定期総会以
降に亡くなられた会員のお名前が読み上げられ、ご冥福を祈
り黙祷を捧げました。
　その後、川田茂総務部長の司会進行で、開会の言葉を横田
貴広副支部長、支部長挨拶を田中千税支部長より頂き、議事
進行の議長に榎本稔会員が選出され、議事に入りました。

〈議事〉
第１号議案　令和４年度事業報告承認の件
第２号議案　令和４年度決算ならびに財産目録承認の件
第３号議案　板橋支部規則一部改正の件
第４号議案　令和５年度事業計画承認の件
第５号議案　令和５年度収支予算承認の件

　各担当部長、委員長の報告並びに提案説明があり、住谷和
彦監事の監査報告を受け、慎重な質疑応答の上、原案通り承
認可決されました。
　堀内行夫副支部長の閉会の言葉により閉会いたしました。
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就任あいさつ

　令和の幕開けと同時に支部長に就任したのが４年前。新しい時代とともに頑張ってい
こうと思った矢先、想像もしなかった事態が起こりました。そう、コロナウイルスです。４年
の任期のうち実に３年間、従来通りの支部活動はできませんでした。当たり前だったこと
が当たり前でなくなり、これからの方向性を見いだすことができず、重い重い責任として
私にのしかかっていました。一番の記憶は「中止する決断」。それも一回だけではなく連
続で…。例年のように決められた会務を粛々とこなすことの方がはるかに楽だった気が
します。
　…コロナを乗り切ること。今考えると、これが支部長として私に与えられた仕事だった
のかも知れません。
　４年という長い時間私を支えてくれた支部役員のみんなには、「ありがとう」という言
葉しかありません。みんなのおかげで、「板橋支部の伝統を次の世代へつなげる」という
役割はなんとか終えることができたようです…。
　鈴木玲新支部長そして新執行部の皆様、これからの板橋支部をお願い致します。そし
て、支部会員の皆様方、これからも支部活動へのご理解と応援をお願い致します。
　この４年間、本当にありがとうございました。

前支部長
田中 千税

支部長
鈴木 玲

退任あいさつ

　田中千税前支部長の後を受けて、新支部長に就任した鈴木玲です。
　伝統ある板橋支部の長という重責に身が引き締まる思いと共に、２年間を有意義に運
営する期待感で一杯です。
　過去３年間は新型コロナウイルスの影響で社会全体が変化し、生活様式にも影響を
及ぼしました。この影響は支部活動全体にも及び、当たり前に開催していた常会・研修・
厚生活動等も中止・縮小されました。Zoom 等を利用したオンライン会議で運営を行っ
たケースも多々見受けられました。
　昨今では新型コロナウイルスの影響も薄まり社会全体がコロナ禍前に戻りつつある現
状です。そこで私が支部長として目標に掲げるのは、『コロナ禍前の支部活動を復活させ
る』ことです。支部活動の第一目的は、税理士会員の皆様が参加できる環境づくりだと考
えております。
　板橋支部を『登録したい支部 No.１』にしましょう。
　これからの２年間、支部のため、支部会員の皆様のために力を尽くして参りますので、
会員皆様のご協力をお願い申し上げます。
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着任のごあいさつ

板橋税務署長
高橋 修司

　残暑の候、東京税理士会板橋支部の会員の皆様方におかれましては、益々ご盛栄の

ことと心よりお慶び申し上げます。

　この度の人事異動により、板橋税務署長を拝命しました高橋でございます。前任署長

の紙屋同様、よろしくお願い申し上げます。

　東京税理士会板橋支部の皆様におかれましては、確定申告期における無料相談をは

じめ、e-Tax の利用拡大及び租税教室への講師派遣など、税務行政全般にわたり、多大

なるご支援とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　特に、令和４年度の租税教室におきましては、次世代を担う児童や生徒、学生のた

め、54 校もの小・中・大学へ、数多くの講師を派遣いただきました。　

　この活動内容は東京税理士会 48 支部のうちトップの数字であり、鈴木支部長をはじ

め、会員の皆様のご尽力の賜物と深く敬意を表する次第でございます。

　さて、近年、税を含むあらゆる分野でデジタル技術の活用が急速に拡大する中、国税

庁においても、「税務行政のデジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）」をさらに前に

進めて行くため、令和３年６月に公表した「税務行政の将来像 2.0」をブラッシュアップ

し「税務行政の将来像 2023」を本年６月に公表いたしました。 

　従前の「納税者の利便性の向上」と「課税・徴収の効率化・高度化」に「事業者のデ

ジタル化促進」を新たに加えた３つの柱に基づいて施策を進めて行く方針ですが、特

に、事業者のデジタル化を促進していく上では、東京税理士会板橋支部の皆様との連

携・協力が欠かせないものであります。 

　皆様方におかれましては、令和４年４月に新設されました税理士法第二条の三の理

念の下、税理士業務のＩＣＴ化の推進のみならず、顧問先である事業者の業務のデジ

タル化についてもご支援・ご協力賜りますようお願い申し上げます。　

　結びに当たりまして、東京税理士会板橋支部のご発展と、会員の皆様のご健勝並びに

事業のご繁栄を心から祈念いたしまして、着任の挨拶とさせていただきます｡

副署長（総務担当）
内田　亘

副署長（個人担当）
丸山 信隆

副署長（法人担当）
水野 雅史
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　この度、総務部長を仰せつかりました山上淳です。総務部は坂田利之副部長と谷道隆委員、岡東
聡委員、三瓶克弘委員、山下まり子委員の６名で運営してまいります。
　総務部の所掌は、定期総会、幹事会、常会の運営や各部・委員会への連絡事項、本会・支部間及
び関係公官庁・関係団体との連絡協議など多岐にわたります。またコロナ禍が明けたことで、様々な
変化が生じることが見込まれる会務運営になるものと存じます。
　われわれ総務部一同、力を合わせて頑張って参ります。会員の皆様、どうぞよろしくお願いいたし
ます。

部  長　山上　淳総 務 部

　引き続き青年部長を仰せつかりました柴田裕士です。
　川田茂担当副支部長のもと、副部長に前田大輔会員、委員に吉本勝也会員と木島秀成会員の計
4名で活動してまいります。
　ここ3年間は青年部らしい行事が多くはできませんでしたが、これから新体制のもと新入・転入会
員の方、既存の青年部会員の方に向けて有意義な企画を行い、支部活動が活性化するような良い
流れを作っていけたらなと考えています。
　本年度は相撲観戦や日本政策金融公庫との勉強会・懇親会を予定しておりますので、青年部員
の方は奮ってご参加くださいませ。
　2年間よろしくお願い申し上げます。

部  長　柴田　裕士青年部

　前体制から厚生部長に再任しました多田明生と申します。メンバーは太田秀行副部長、伊藤裕通
委員、小野聰司委員、寺島哲委員の計5名で活動させていただきます。
　ここ3年間、厚生部の活動がかなり制限されてきました。この度、鈴木玲支部長がコロナ前の状態
に支部活動を戻すという方針を打ち出されたので、皆さんの親睦と福利の充実に向けた活動を積
極的に行っていきたいと思います。具体的には、忘年会・班会議の実施、同好会へのサポート、各種
スポーツイベントへの参加です。皆さんぜひご参加ください。慶弔規程に基づく見舞金等の交付も
行っております。

部  長　多田　明生厚 生 部

新 執 行 部 紹 介
２年間よろしくお願いします２年間よろしくお願いします
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部  長　川口　裕士 研 修 部

　このたび研修部長を仰せつかりました川口裕士と申します。
　会員皆様のご承知のとおり、年間36時間の研修を受けることが税理士会会則・研修規則により
義務とされています。
　私は今回２期目の研修部長となります。１期目はコロナの影響により前半は会場型研修が中止
となるなど特別な状況ではありましたが、その時の経験を活かして、皆様が受講したくなるような研
修の企画や情報提供を心掛け、効率よく研修を受けていただきたいと思っております。２年間何卒
よろしくお願いいたします。

新 執 行 部 紹 介新 執 行 部 紹 介

　租税教育推進部長2期目となりました坂田映です。佐藤正弘担当副支部長のもと、今回も心強い
5名の部員と共に活動してまいります。
　租税教育推進部では、より良い租税教室を生徒達に届け、板橋支部の租税教育活動が更に広が
っていくことを目指して活動していきます。鈴木玲支部長をはじめ、板橋支部の租税教育活動を築
いてこられた先輩方からのバトンを、未来に繋げることができるよう尽力してまいります。今後とも皆
様のご支援、ご協力お願い申し上げます。

部  長　坂田　映租税教育推進部

　税務支援対策部は、佐藤正弘副支部長のもと、部長に柱山歩、副部長に榊原雅巳会員、委員に佐
藤昭博会員、萩野谷大輔会員、福武由利子会員、計６名で運営してまいります。
　活動内容は、確定申告期の無料相談、１０月に予定している支部独自の無料相談会、区民相談
や青色申告会および法人会で行われる説明会等への講師派遣、税理士紹介制度による納税者と税
理士のマッチング、などです。
　納税者へ直接支援する活動を主としている点で公益活動対策部と活動内容を異にしています。
　みなさまへは活動の協力依頼ばかりとなりますが、２年間どうぞよろしくお願いいたします。

部  長　柱山　歩税務支援対策部

　この度、綱紀監察部長を仰せつかりました齋藤六郎です。
　綱紀監察部は、横田貴広副支部長のもと、坪井民雄副部長、佐藤賀一委員の3名で活動していき
ます。2年間どうぞよろしくお願いします。
　綱紀監察部の主な活動は、非行の未然防止です。綱紀問題、にせ税理士の実態及び予防方法等
についての監察業務を適正に執行するため、税務署と連絡協議会を重ね、互いに意見を交わして
おります。これは税理士法に抵触するかもしれないと思われる場合には、綱紀監察部又は板橋税務
署　総務課　課長補佐に相談してみて下さい。

部  長　齋藤　六郎綱 紀 監 察 部
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　引き続き公益活動対策部長を仰せつかりました小篠政雄です。副部長に森田清人会員、委員に
鈴木英示会員、本村佳史会員の4名で佐々木真実担当副支部長のもと活動してまいります。2年間
どうぞよろしくお願いいたします。
　公益活動対策部は、板橋区の施設指定管理事業者に対する財務点検、各士業団体で実施する事
業と暮らしの無料相談会の運営等を行っています。公益に資する税理士派遣等の打診があった際
には板橋支部の窓口となり対応いたします。
　会員の皆様のご協力なしでは成り立たない活動ばかりです。皆様のお力添えよろしくお願い申し
上げます。

部  長　小篠　政雄公益活動対策部

　経理部長を担当いたします青木学です。
　経理部は会員皆さまよりお預かりした大切な会費の管理という責任を担う立場。
　私を含め部のメンバー全員が経理部初体験ではありますが、前期まで4年間の経理部長経験者
である佐々木真実副支部長の指導の下、皆さまにご安心頂けるよう気を引き締めて、メンバー一丸
となってチームワークを大切にしながらしっかりと務めてまいります。
　鈴木支部長の目標である『コロナ禍の前の活発的な支部活動を復活する』の実現のために、適正
かつ有効な予算執行を管理し支部活動の下支えとなれるよう努力いたします。
　2年間よろしくお願いいたします。

部  長　青木　学経理部

　この度、法対策部長を仰せつかりました増田浩美です。
　法対策部は、林千草副支部長のもと、矢尾祐一副部長、牛田惠委員の3名で活動していきます。2
年間どうぞよろしくお願いいたします。
　法対策部の主な活動は、税制改正、税理士制度等の課題検討について、支部会員の意見を取りま
とめ、本会へ提出することです。納税者の視点に立ち、公平でかつ合理的な税制の確立と申告納税制
度の維持・発展に貢献すべく、支部会員の皆様の意見を本会に伝えていけるよう尽力して参ります。

部  長　増田　浩美法 対 策 部

　広報部長を仰せつかりました鷹合寛です。当部2期目となる垣内悟副部長と、今期より新たにメン
バーに加わっていただきました柴原圭子委員、安井教雄委員、野原大智委員及び鷹合寛の5名で
活動させて頂きます。
　広報部の活動は支部広報誌『弘報いたばし』の発行がメインです。先輩方が大切に紡いできた歴
史と思い出の詰まった大切な紙面。これまで同様、会員の皆さまに板橋支部の活動情報をお届けす
ることを通じて板橋支部の魅力をお伝えし、次代に板橋支部の今を繋げていけるように広報部一同
楽しみながら努力してまいります。
　2年間よろしくお願いいたします。

部  長　鷹合　寛広 報 部

新 執 行 部 紹 介新 執 行 部 紹 介
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太田　秀行

前田　大輔

榊原　雅巳

近藤　光宣

渡邉　令子

木村　　茂

坪井　民雄

垣内　　悟

矢尾　祐一

中田　俊行

森田　清人

坂田　　覚

川田　　茂

佐藤　正弘

横田　貴広

林　　千草

佐々木真実

 厚　生 多田　明生

 青　年 柴田　裕士

税務支援対策 柱山　　歩

 研　修 川口　裕士

 綱紀監察 齋藤　六郎

 広　報 鷹合　　寛

 法対策 増田　浩美

 経　理 青木　　学

公益活動対策 小篠　政雄

 総　務 山上　　淳

租税教育推進 坂田　　映

伊藤　裕通 小野　聰司 寺島　　哲

木島　秀成 吉本　勝也

佐藤　昭博 萩野谷大輔 福武由利子

岩﨑隼一郎 野口　大樹 宗像　勝巳

佐藤　賀一   

柴原　圭子 野原　大智 安井　教雄

牛田　　惠

河内　　舜 林　　正和 

鈴木　英示 本村　佳史   

岡東　　聡 三瓶　克弘 谷　　道隆 山下まり子

雨宮　敦子 小池　哲夫 山口　由美

支部長 副支部長 部　名 部　長 副部長 委　　　　　員

坂田　利之

　この度初めて監事に就任しました堀内行夫です。今後２年間よろしくお願いいたします。これまで
何回か監事の支部監査を受けてきましたが、自分が監査をする立場になるとは思ってもいませんで
した。支部の監事だけでなく、東京税理士協同組合の監事も仰せつかりましたので重ね重ねよろし
くお願い申し上げます。

堀内　行夫監事

　この度、本会理事に選出されました奥積賢一、小野慎一です。
　各理事の本会所属部は下記のとおりとなります。
　　奥積賢一　会務制度委員会　２期目（委員）
　　小野慎一　中小企業対策部　１期目（委員）
　理事会や所属する部会・委員会に出席し、本会の運営に携わるとともに、本会からの最新の情報
や会務執行状況について、常会を通して会員の皆様に迅速にお伝えしてまいります。これから２年
間、どうぞよろしくお願い致します。

奥積賢一、小野慎一本会理事

役員等名簿 令和５年６月23日改選
（アイウエオ順）

新 執 行 部 紹 介新 執 行 部 紹 介

堀内　行夫

安田　勝治

八巻　　崇

野澤　俊彦

彦久保光弘

稲生　安行

大野　　哲

 住谷　和彦 山之内敏彦

  坂田　純一

  山野建治郎

  坂田　　稔

  池ノ上和宏

  石原　　尚

  野尻　剛司

  杉浦　　碩

 奥積　賢一 小野　慎一

榎本　　稔 吉田　伸江 有働　武文 田中　千税

倉林　秀雄 二又　郁男 佐藤美知雄 川口　志朗

野口　一夫 深川　加代 木村まり子 田中　良幸

芥川　靖彦 長沼　弘二 濱島　友治 田村　直樹

関根　啓裕 松井　邦彦 青山　裕一 丸　　英夫
参　　　　　与

監　　　事

顧　　　　　問

相　　談　　役

本会理事・監事
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新 執 行 部 紹 介新 執 行 部 紹 介

経理部

2年間よろしく
お願いします

総務部

研修部

公益活動対策部

租税教育推進部税務支援対策部

綱紀監察部

厚生部

法対策部

青年部

広報部

監事 本会理事
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会員掲示板

◇お世話になりました◇
石井　宗利 四谷支部へ
木村　俊治 練馬東支部へ 
武田　紀仁 近畿会へ
長谷川　強 業務廃止
山野内みどり 四谷支部へ
和田　昭三 業務廃止
西沢　安彦 練馬東支部へ
笠井　　賛 業務廃止
山﨑　　孝　　業務廃止（R5.6.21入会）

岡東　　聡 常盤台１－１８－５
  税理士法人ＡＴパートナーズ（３班→３班）

坂田　利之 舟渡２－３４－１６－２０３（６班→５班）

根本 えりか 蓮根２－２７－１２－３１（６班→５班）

海野　　摂 常盤台１－１－１－１１０４（４班→３班）

山本　菊子 板橋２－６１－４－７０１（１班→１班）

◇事務所移転しました◇

板橋支部会員数（令和５年７月15日現在）　支部会員数／428名（男338名、女90名）　　支部法人会員数／22事務所

杉山　茂（6班）　令和5年4月18日ご逝去　　長谷邦宏（6班）　令和5年7月12日ご逝去
小林一郎（6班）　令和5年7月17日ご逝去

訃 

報 ここに謹んで哀悼の意を表します。

新入法人会員

は じ め ま し て
令和５年７月15日現在（敬称略）
新入・転入会員紹介

新入会員

氏　　名／橋本　僚介
　　　　　（R5.4.20入会・５班）
登録番号／150968
事 務 所／相生町１５－５－２２２
電　　話／03-6312-4166

はしもと　りょうすけ

法 人 名／税理士法人Baton One 板橋事務所
　　　　　（R5.5.16入会・６班）
登録番号／3153
事 務 所／徳丸１－２５－５
電　　話／090-2538-9963

氏　　名／宮﨑　武之
　　　　　（R5.4.20入会・３班）
登録番号／151016
事 務 所／向原３－３－１２
電　　話／03-3955-4031

みやざき　たけゆき

氏　　名／木村　繭子
　　　　　（R5.5.25入会・３班）
登録番号／151179
事 務 所／常盤台１－２８－１
電　　話／03-3965-6723

きむら　  まゆこ
氏　　名／冨澤　英治
　　　　　（R3.6.21入会・１班）
登録番号／151363 
事 務 所／板橋１－５３－２
　　　　　TM21ビル　３０２号室
電　　話／03-5944-2850

とみさわ　ひではる

転入会員

氏　　名／栁澤　直宏
　　　　　（R5.4.1入会・３班）
登録番号／143263
事 務 所／常盤台４－１３－５
電　　話／090-2453-3946

やなぎさわ なおひろ
氏　　名／櫻井　　渉
　　　　　（R5.4.27入会・４班）
登録番号／149490
事 務 所／加賀１－１０－１４－８０９
電　　話／090-5909-1803

さくらい　　わたる

氏　　名／佐藤　典洋
　　　　　（R5.5.2入会・１班）
登録番号／125339
事 務 所／板橋１－２０－３－３０３
電　　話／03-6802-7184

さとう　 ふみひろ
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囲碁同好会合宿に参加して

　6月25日（日）から一泊二日で、囲碁同好会の恒例行事である合宿旅行に参加を
させて頂きました。宿泊先の宿は、埼玉県秩父郡小鹿野町に在る越後屋旅館という
温泉旅館です。こちらは、囲碁を愛した先々代が碁盤を揃えたことをきっかけに「囲碁・将棋の宿」としても多くの
方に贔屓にされている宿で、板橋支部の囲碁同好会も平成16年から利用しているなじみの旅館とのことです。
今回は第33回目の合宿旅行とのこと、囲碁同好会の歴史を感じるとともに、参加させて頂けるという嬉しい思い
を胸に、合宿を心待ちにしておりました。
　囲碁同好会に参加してからまだ半年程で、囲碁は初心者ということもあり、少し緊張しながらの合宿初参加で
した。先生方11名で、池袋から特急に乗って80分、都心からほど近く、自然あふれる情緒豊かな秩父の温泉宿へ
向かいます。宿に着いたら囲碁の対局室にて昼食に手打ちのうどんを頂き、食後すぐに対局が始まりました。囲
碁はトーナメント戦とリーグ戦を実施し、優勝者を決定するという方式で開催されます。
　いざ対局が始まると、先生方は真剣に囲碁を打たれており、私もドキドキしながら対局に臨みました。トーナメ
ント戦は1回戦ですぐに負けてしまいましたが、リーグ戦で同じクラスの先生方との対局が待っています。人によ
って囲碁の打ち方も違うので、何局も打つと様々な学びがあり、囲碁の奥深さを感じました。
　夕食には、山菜やイワナや旅館の庭で採れたフキの煮物などを出して頂き、イワナの骨酒も頂きました。天然岩
魚の旨味がぎゅっと溶け込んだお料理にも合うお酒で、とても美味しかったです。和気あいあいとお食事とお酒
を楽しみながら、対局の感想などを話しながら過ごしました。
　食事も終わって一息ついたら夜の部が開始し、対局室で囲碁を再開です。私は初心者なので、上級者の先生方
にご指導を頂いたり、一緒に対局して頂いたりしていました。優しい先生方ばかりなので、囲碁に不慣れでも置い
てきぼりにならないようにご配慮頂き、本当に感謝しております。こんなに多くの対局をしたことは初めてでした
が、集中しているので時間が経つのもあっという間で楽しい時間でした。
　越後屋旅館の温泉はとても気持ちの良いお湯で、古くから信仰のある「高根神社」の名前から「高根鉱泉」と名
付けられたそうです。縁起の良いお湯に入れば、囲碁も上達するというご利益があるかもしれません。お風呂場
には詰碁も貼ってあり、お湯につかりながら楽しめる、といった囲碁の宿ならではの面白さもありました。
　翌日は、朝食を取ったあと、お昼までの時間に対局をしてから、ついに優勝者の発表です。
　リーグ戦Aクラスは福村先生、リーグ戦Bクラスは富田先生、トーナメント戦は福村先生が今回の優勝者でし
た。表彰式を行い、そして全員で恒例の写真撮影をしてから、囲碁合宿は終了となりました。
　囲碁は難しそうとか敷居が高そうなどと思っておりましたが、やり始めると面白くて、もっと色んな定石を知り
たい、上級者の先生方とも打てるようになってみたい、など欲が出てきました。まずは、囲碁の基本を覚えるとこ

ろからじっくりと取り組んでいければと思いま
す。杉浦先生にはいつもご指導頂きありがとう
ございます。この場を借りて感謝申し上げます。
　また、現在の囲碁同好会は、20代・30代の方
がおらず、私の年齢でも若手なのですが、もっと
幅広い世代で一緒に活動が出来たら嬉しいなと
思います。初めてでも先輩の先生方が優しく迎
えてくれますので、興味のある方は是非ご参加
頂けたら幸いです。宜しくお願いいたします。

福武 由利子（２班）
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　令和5年7月30日（日）「日帰りバスハイク」に参加しました。
　コロナの波に飲まれたことで、４年ぶりの開催だそうです。
　板橋区立グリーンホール前に集合でしたが、集合時間の早朝から猛暑、黄
色い太陽が熱く照っています。黄色い車体のはとバスに乗った総勢２８名は
今回の目的地、横須賀と横浜へと向かいます。
　横須賀ではまず記念艦「三笠」の見学。「三笠」は日露戦争で活躍した軍艦
で、東郷平八郎を司令長官とする連合艦隊の旗艦として、ロシアのバルチッ
ク艦隊を撃破した歴史的にも意義のある艦です。現在は横須賀の三笠公園
で保存され一般公開されています。
　「三笠」に乗っているたくさんの一般兵は天井から吊り下げられたハンモッ
クで寝起きしていたそうですが、一方艦長などの偉い人たちはベッドと風呂
まで備わった個室での生活。平和と戦争、軍部のヒエラルキーなどいろいろ
考えさせられる施設でした。
　見学を終えた一行は本日の楽しみのひとつであるランチへ。数分の距離を
徒歩で向かいましたが、その日の横須賀の最高気温は35.7度。海沿いの横須賀は都内に比べれば風や空気が
気持ちいいのですが、それでも容赦なく突き刺す日差しは痛く、太陽から逃げるように急いで店内へ入ります。
　今回のランチは「横須賀TSUNAMI」。スカジャンの店や、アメリカンな街並みで有名なドブ板通りにある横須
賀ネイビーバーガーやよこすか海軍カレーのレストランです。ハーフサイズといいつつ、かなりなボリュームのハン
バーガーとカレーライスをいただいた後は、YOKOSUKA軍港めぐりクルーズです。
　海上自衛隊やアメリカ海軍の船などについての知識は乏しいのですが、そんな私でもこのクルーズはとても満
足でした。大きな戦艦や潜水艦の上から自衛隊員や米兵がこちらに手を振ってくれています。近隣の国からミサイ
ルを発射されたり、警戒アラートが発令されたりするときはそれどころではないでしょう。陽気に手を振ってくれる
ような平和が永く続くことを望みました。次に横須賀へ行った際には、このクルーズにまた参加しようと思います。
　海軍カレーなどの横須賀土産を買った一行は一路横浜ランドマークタワーの69階展望台へ向かいます。展望
台は冷房の効いた室内で快適なのですが、この頃には参加者にも疲労の色が濃くなっています。その後予定され
ていた中華街自由散策を急遽取りやめたのは多田厚生部長の英断でしょう。
　私と一緒に参加させていただいた娘も楽しかったと申しておりました。個人旅行では行かないところに行ける
のはバス旅行の醍醐味です。
　それにしても暑かったですね。お疲れ様でした。

中田 俊行（３班）
４年ぶり、バスハイク開催！

バスハイクに28名が参加

横須賀・横浜

横須賀・横浜をめぐる見どころ満載ツアーに28名が参加
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